
調査の経緯

　平城宮には２つの中枢部があります。東の中枢部には北か

ら内裏、大極殿院、朝堂院、朝集殿院が南北にならびます。

朝集殿院には２棟の朝集殿が東西対称に並ぶと推定されてい

ます。このうち東朝集殿は1968年に発掘調査され、礎石建ち

で瓦葺きの南北棟建物であることが確認されています。

　その後、人極殿院と朝堂院には、礎石建ち建物の下層に掘

立柱建物があることが明らかになりました。これらの建物を

取り囲む区画施設も掘立柱塀から回廊あるいは築地塀に造り

替えられています。ド屑の掘立柱建物はいずれも奈良時代前

半期です。

　2002年には朝集殿院南門を発掘し、南門は造営当初から礎

石建ちで、下層には掘立柱の門はないことがわかりました。

さらに2003年の調査で、朝集殿院南面の区画は掘立柱塀から

築地塀に造り替えられていることがわかりました。

　この調査の出的は、東朝集殿下層建物の有無を確認するこ

とにあります。調査は10月３日から開始し、現在も継続中で

す。10月に、地表面から地中レーダーによる探査をおこない

朝集殿基壇の範囲と状況を把捉することができました。、

調査成果

　東朝集殿の基壇の規模は南北長約38m、束西幅約18m、階

段は南北幅が約４ｍ、東西幅約ｌｍです。基壇の東西には合

計６基の階段がありました。基壇のll面は後I":に削平されて

おり、礎石の位置が人変分かりにくい状態です。基壇の､固囲

には幅20cmほどの浅い溝がめぐり、基壇の範囲を示すため

の区¦向溝であったと考えています。

　基壇は平らに整地した地㈲の¦こに黄褐色の山十を積み¦こげ

て築成しています。基壇の周囲には多量の凝灰岩が散乱して

いたことから、基壇は凝灰岩を加工した切石で飾られていた

ことがわかります。

　また、基壇の断割調査によって、基壇を築成する前に掘ら

れた柱穴も確認しました。そのほか、基埴の刺則と北側には

それぞれ南北、剌叫にならぶ据え柱列が検出されました。
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